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矢板市議会規則第  号 

 

矢板市議会会議規則の一部を改正する規則 

 

矢板市議会会議規則（昭和４２年矢板市議会規則第１号）の一部を次のように改

正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で示す

ように改正する。 

改正後 改正前 

  （一事不再議） 

第１５条 議会で議決された事件につい

ては、同一会期中は、再び提出するこ

とができない。ただし、会議期間を異

にする場合及び事情の変更により新た

な必要が生じた場合は、この限りでな

い。 

 

（議場の出入口閉鎖） 

第２７条 投票による選挙を行うとき

は、議長は、第２５条        

の規定による宣告の後、議場の出入口

を閉鎖し、出席議員数を報告する。 

 

（一事不再議） 

第１５条 議会で議決された事件につい

ては、同一会期中は 再び提出するこ

とができない。 

 

 

 

 

（議場の出入口閉鎖） 

第２７条 投票による選挙を行うとき

は、議長は、第２５条（選挙の宣告）

の規定による宣告の後、議場の出入口

を閉鎖し、出席議員数を報告する。 

 



（質疑の回数） 

第５６条 質疑は、同一議員につき、同

一議題について２回を超えることがで

きない。ただし、特に議長の許可を得

たときは、この限りでない。 

 

（発言の取消し又は訂正） 

第６５条 発言した議員は、その発言が

あつた会議期間中に限り、議会の許可

を得て発言を取り消し、又は議長の許

可を得て発言の訂正をすることができ

る。ただし、発言の訂正は、字句に限

るものとし、発言の趣旨を変更するこ

とはできない。 

（質疑の回数） 

第５６条 質疑は、同一議員につき、同

一議題について２回をこえることがで

きない。ただし、特に議長の許可を得

たときは、この限りでない。 

 

（発言の取消し又は訂正） 

第６５条 発言した議員は、その会期中 

        に限り、議会の許可

を得て発言を取り消し、又は議長の許

可を得て発言の訂正をすることができ

る。ただし、発言の訂正は、字句に限

るものとし、発言の趣旨を変更するこ

とはできない。 

  附 則 

この規則は、令和４年５月１日から施行する。 


